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特
集
　
自
然
環
境
・
生
業
の
歴
史
か
ら
地
域
を
考
え
る

「
湖
辺
」
の
ム
ラ
の
確
立
と
創
造
―
「
非
力
の
村
」
論
か
ら
み
る
―橋

本
　
道
範

は
じ
め
に
―
ム
ラ
は
消
え
る
か

　
「
江
戸
時
代
二
五
〇
年
を
維
持
で
き
た
」
日
本
列
島
の
ム
ラ
が
正
念
場

を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い（

１
）。

消
え
る
の
か
、生
き
残
れ
る
の
か
。

し
か
し
、
ム
ラ
に
は
ま
だ
豊
か
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る

と
す
れ
ば
、ど
こ
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
。
本
来
こ
う
し
た
問
題
は
、

現
在
に
ま
で
引
き
継
が
れ
た
ム
ラ
が
確
立
し
た
時
期
以
降
、
少
な
く
と
も

五
〇
〇
年
の
長
期
の
ス
ケ
ー
ル
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
日
本
の

歴
史
学
は
そ
れ
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
史
に
関
す
る
議
論
は
活
発
で
あ
る（

２
）。

ま
た
、
白
水
智

に
よ
る
優
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
も
あ
る（

３
）。

し
か
し
、
白
水
の
議
論
は
山
村
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
多
様
な
自
然
環
境
の
な
か
に
存
立
し
た
ム
ラ
の
全

体
像
に
は
い
ま
だ
視
野
が
及
ん
で
い
な
い
。
そ
も
そ
も
限
界
集
落
論
が
山

村
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る（

４
）。

こ
れ
ら
は
偏
っ
た
議
論
に
な
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
本
論
に
お
い
て
は
、
琵
琶
湖
の
「
湖
辺
」
の
ム
ラ
と
い
う
対

象
に
焦
点
を
絞
っ
て
発
言
し
て
み
た
い
。「
湖
辺
」
と
は
な
に
か
に
つ
い

て
は
次
節
で
整
理
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
の
ム
ラ
論
は
、
歴
史
資

料
な
ど
文
化
的
遺
産
を
典
拠
と
し
た
議
論
に
偏
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う（

５
）。

「
新
た
な
ム
ラ
の
創
造
」
の
た
め
に
は
、
そ
の
自
然
条
件
、
い
か
な
る
自

然
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
も
決
定
的
に
重
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
地
球
科
学
的
自
然
、
生
態
学
的
自
然
、
人
間
的
自

然
の
三
者
の
主
体
性
と
そ
の
関
係
を
重
視
す
る
地
域
環
境
史
の
立
場
に

立
っ
て（

６
）、「

新
た
な
ム
ラ
」の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
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一
　
湖
辺

　

水
塊
と
し
て
は
お
よ
そ
四
〇
〇
万
年
の
歴
史
を
誇
る
琵
琶
湖
は
、
お
よ

そ
四
三
万
年
ま
え
に
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
移
動
す
る
。
現
在
面
積
は

約
六
七
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
が
約
二
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
現
在
で
は
湖
岸
堤
で
水
域
と
陸
域
と
は
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
陸
域
と
水
域
と
が
推
移
す
る「
水
辺
」が
広
が
っ
て
い
た
。旧
著
で
は
、

こ
の
「
水
辺
」
を
単
に
、「
陸
域
と
水
域
と
が
、
年
に
よ
っ
て
、
あ
る
い

は
季
節
に
よ
っ
て
、ま
た
短
期
的
に
も
推
移
す
る
推
移
帯
（
エ
コ
ト
ー
ン
）」

と
の
み
し
か
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い（

７
）。

し
か
し
、
藤
井
伸
二

の
研
究
を
参
照
す
れ
ば
、「
湖
辺
」
は
も
う
少
し
具
体
的
に
定
義
す
る
こ

と
が
で
き
る（

８
）。

　

琵
琶
湖
の
水
位
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
大
き
く
は
一
九
〇
五
年
に
完
成

し
た
南
郷
洗
堰（

９
）設

置
以
前
と
以
後
と
に
区
別
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
水
位
が
あ
る
程
度
定
量
的
に
復
元
で
き
る
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

以
降
で
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
と
天
保
四
年
の
瀬
田
川
の
浚
渫

以
前
と
以
後
と
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
藤
井
が
注
目
し
た

一
九
九
四
年
の
観
測
史
上
稀
に
み
る
大
渇
水
（
基
準
水
位
（B.S.L

）
比
マ

イ
ナ
ス
一
二
三
セ
ン
チ
：
標
高
（T.P

）
約
八
三
メ
ー
ト
ル
）
と
一
九
九
五
年

の
観
測
史
上
に
残
る
水
位
上
昇
（
基
準
水
位
（B.S.L

）
比
プ
ラ
ス
九
三
セ

ン
チ
：
標
高
（T.P

）
約
八
五
メ
ー
ト
ル
）
と
の
差
を
重
視
し
た
い
。
洗
堰

が
稼
働
し
て
い
る
今
で
さ
え
こ
の

差
が
起
こ
り
得
る
の
で
あ
り
、
こ

の
標
高
差
約
二
メ
ー
ト
ル
の
地
帯

こ
そ
、
陸
域
と
な
る
可
能
性
と
水

域
と
な
る
可
能
性
を
と
も
に
有
し

た
地
帯
で
あ
り
、「
湖
辺
」
と
定

義
す
る
に
相
応
し
い（

（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
時
代
ご
と
に
、
時

期
ご
と
に
、「
湖
辺
」
は
変
動
す

る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
ま
た
、「
水
辺
」

は
一
般
に
種
の
多
様
性
が
高
い
地

帯
と
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、「
湖
辺
」

に
お
け
る
植
生
や
動
物
相
は
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多

い（
（（
（

。
し
か
し
、
数
百
年
単
位
、
数

十
年
単
位
で
最
高
水
位
と
最
低
水

位
の
差
を
検
出
し
て
い
け
ば
、
そ

の
間
の
地
帯
を
「
湖
辺
」
と
し
て

定
義
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
図
１
は
、
天
保
年
間

以
前
も
含
め
た
「
洪
水
の
ピ
ー
ク

水
位
（
年
最
高
水
位
）」
を
示
し
た

図１　歴史洪水のピーク水位の復元　庄建治朗ほか 2000 を一部改変
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も
の
で
、
ひ
と
つ
の
参
考
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
十
八
世
紀
前
後
の
「
湖

辺
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
素
材
と
な
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

二
　
非
力
の
ム
ラ

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、で
は
、こ
の
「
湖
辺
」
に
お
い
て
、ム
ラ
は
、い
つ
、

ど
の
よ
う
に
成
立
・
確
立
し
た
の
か
を
確
認
し
た
い（

（（
（

。
近
江
に
お
け
る
中

世
集
落
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
木
戸
雅
寿
が
論
じ
て
い
た
が（

（（
（

、
水

野
章
二
や
志
賀
崇
・
草
間
正
彦
に
よ
っ
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
結

果
、
遺
跡
数
の
変
化
の
パ
タ
ー
ン
が
各
地
域
で
異
な
る
こ
と
な
ど
、
よ
り

詳
細
な
数
々
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
、こ
れ
ま
で
の
議
論
は
、

時
期
ご
と
の
特
徴
を
整
理
し
て
画
期
を
検
出
す
る
こ
と
を
試
み
よ
う
と
す

る
余
り
、中
世
集
落
の
本
質
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、「
湖
辺
」
で
は
な
い
が
、
今
回
は
便
宜
的
に
旧
能
登
川
町
（
現

東
近
江
市
）
の
事
例
で
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
（
図
２
）。
図
３
、

４
は
、
旧
能
登
川
町
域
の
古
代
・
中
世
遺
跡
と
そ
の
消
長
を
示
し
た
も
の

で
あ
る（

（（
（

。
長
期
に
継
続
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
集
落
も
あ
れ
ば
（
１
・

19
）、
二
五
〇
年
以
内
の
短
期
に
消
滅
し
た
集
落
も
あ
る
（
14
・
15
・
21
・

22
・
27
）。
し
か
し
、
多
く
は
継
続
と
断
絶
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
読
み

取
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
集
落
が
廃
絶
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ム
ラ
が
廃
絶
し
た
訳

で
は
な
い
。
集
落
は
単
に
移
動
し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
集
落
の
継
続
と
断
絶
を
繰
り
返
す
ム
ラ
を
「
江
戸
時
代
二
五
〇

年
を
維
持
で
き
た
」
ム
ラ
と
同
等
に
安
定
的
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
中
世
史
研
究
は
江
戸
時
代
よ
り
前
の

文
書
を
残
せ
た
「
自
力
の
村（

（（
（

」
の
分
析
に
偏
っ
て
い
た
が
、
実
態
と
し
て

は
、
自
立
で
き
な
い
「
非
力
の
村
」
が
重
層
し
つ
つ
競
合
し
て
い
た
と
理

解
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
は
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

で
は
、
そ
の
な
か
で
「
自
力
の
村
」
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
二
五
〇

年
以
上
継
続
す
る
ム
ラ
と
し
て
確
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
む
を
得
ず

図 2　琵琶湖周辺全図
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図 3　旧能登川町域の古代・中世集落遺跡
『平成 13 年度　滋賀県遺跡地図』（滋賀県教育委員会事務局文化財保護課・滋賀県埋蔵文化財センター ,2002
年）をベースとしている。
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対
象
が
ず
れ
る
が
、
今
度
は
近
江
八
幡
市
白
王
町
の
事
例
を
見
て

み
た
い
（
図
２
）。

三
　
自
力
の
ム
ラ

　

近
江
八
幡
市
白
王
町
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
合
併

す
る
ま
で
は
、
白
部
村
と
王
之
浜
村
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
中
世

に
近
江
国
蒲
生
郡
の
奥
嶋
庄
内
に
位
置
し
て
い
た
白
部
に
つ
い
て

は
、
若
林
陵
一
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る（

（（
（

。
残
念
な
が
ら
ま
だ

ム
ラ
の
戸
籍
簿
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
が（

（（
（

、記
録
上
の
初
見
は
、

白
部
若
宮
神
社
所
蔵
の
『
大
般
若
経
』
巻
五
四
五
の
奥
書
に
「
蒲

生
下
之
郡
白
部
村
若
宮
大
明
神
御
集
物
也
、
嘉
禎
四
年
十
月
十
七

日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
で
あ
る（

（（
（

。
十
三

世
紀
前
半
に
は
ム
ラ
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
し
て
よ
い
。
集
落

部
分
の
標
高
は
約
八
六
メ
ー
ト
ル
。
明
治
十
三
年
の
『
滋
賀
県
物

産
誌
』
で
は
、
畳
表
、
粳
・
糯
、
大
麦
、
粟
、
大
豆
、
菜
種
、
藍
葉
、

鮒
、
鯰
、
茶
の
生
産
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。
耕
地
に
よ

る
農
業
生
産
の
み
な
ら
ず
、
イ
グ
サ
の
生
産
と
漁
撈
が
重
要
な
生

業
と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
琵
琶
湖
を
代
表
す
る
内
湖（

（（
（

、
大
中
の
湖
に
面

し
た
、
ま
が
う
こ
と
な
き
「
湖
辺
」
の
「
自
力
の
村
」
で
あ
る
。

　

こ
の
若
宮
神
社
に
は
三
一
点
の
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ

れ
ら
の
う
ち
、
最
も
古
い
「
ム
ラ
の
文
書
」
が
次
の
も
の
で
あ

図 4　旧能登川町域の古代・中世遺跡の消長
　　　　水野章二編 2011 より
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る（
（（
（

。
【
史
料
１
】

　
　
「

（
端
裏
書
）う

つ
し
」

寄
進　
　
　

白
部
若
宮
殿
寄
進
状
事

　
　
　

合
壱
処
者

　

在
蒲
生
下
郡
奥
嶋
御
庄
内
字
御
座
、
北
ハ
限
江
お
、

　

西
ハ
す
か
ヽ
わ
を
か
き
る
、
南
ハ
中
嶋
を
か
き
る
、
東
ハ

　

本
江
を
か
き
る
、
此
内
半
分
ハ
奥
嶋
百
姓
仁

　

宛
行
、
南
半
分
白
部
若
宮
社
へ
寄
進
者
也

右
、
件
田
地
者
、
源
義
信
相
伝
之
私
領
也
、

雖
レ
然
為
二
後
生
菩
提
一
白
部
若
宮
殿
へ

限
永
代
お
、
所
二
寄
進
一
実
正
明
白
也
、
更
々

雖
レ
経
二
後
々
代
々
お
一
、
不
レ
可
レ
有
二
子
細
一
者
也
、
仍

為
二
後
日
一
証
文
寄
進
之
状
、
如
件

元（
一
三
二
一
）

享
元
年
十
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　

源
義
信（

（（
（

　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
旧
著
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う

に
、
寄
進
の
対
象
と
な
っ
た
「
御
座
」
が
他
の
耕
地
に
は

接
せ
ず
、「
江
」（
北
）、「
か
わ
」（
西
）、「
中
嶋
」（
南
）、「
本
江
」

（
東
）
に
囲
ま
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。「
中
嶋
」
も
そ

の
名
称
か
ら
水
域
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
水
草

○製造物
物名 製造高 総価格 近世比較 売先

畳表 枚 円 枚 同郡八幡町300 36 50

○農業上産物第一
物名 藩種地 肥料 産額 近世比較 費消 残（不） 売（買）

町反畝 石斗升 石 　石斗升 　石斗
粳 25.1.2. 鯡・藻草 502.4. 　　67 余 440.1. 62.3 同郡八幡町
糯 1.4. 同 26.6. -3 26.6.

大麦 2.5. 45. -17 45.
粟 2. 2. 2.

大豆 4. 4.8. -9 4.8.
菜種 9.7.2. -20 9.7.2

貫 貫 貫
藍葉 600 220 600

○農業上産物第二
物名 産額 売先

貫
鮒 80 八幡町
鯰 200 同

雑魚 4,000 同

○農業上産物第三
物名 産額 総価格

製茶 斤 円
200 11 表 1　『滋賀県物産誌』にみる白王村の産物
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帯
を
含
ん
で
四
方
と
も
水
域
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
推
測
し
た
い
。そ
し
て
、

こ
の
中
洲
の
「
田
地
」
は
、
奥
嶋
庄
下
司
奥
嶋
義
信
の
私
領
と
な
っ
て
い

た（
（（
（

。

　

そ
の
上
で
、
改
め
て
こ
の
史
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
下
司
奥
嶋
義
信
が
、

「
御
座
」
の
半
分
を
「
奥
嶋
百
姓
」
に
、
半
分
を
「
白
部
若
宮
社
」
へ
寄

進
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
旧
著
で
論
じ
た
よ
う
に
、
中
世
村
落

は
上
位
の
村
落
で
あ
る
「
庄
郷
」
と
下
位
の
村
落
で
あ
る
「
ム
ラ
」
の
二

重
の
構
成
よ
り
な
る
と
す
る
議
論
を
論
者
は
重
視
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
場
合

の
「
奥
嶋
百
姓
」
は
、
ム
ラ
の
奥
嶋
（
現
近
江
八
幡
市
島
町
）
で
は
な
く
、

奥
嶋
庄
百
姓
等
、
つ
ま
り
庄
郷
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な

ぜ
な
ら
、
元
亨
元
年
の
段
階
で
奥
嶋
庄
は
高
橋
宮
家
領
と
し
て
上
乗
院
宮

（
亀
山
天
皇
皇
子
益
性
法
親
王
の
こ
と
か
）
の
領
有
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
以
上（

（（
（

、
そ
れ
を
差
し
置
い
て
ム
ラ
と
し
て
の
奥
嶋
が
文
書
に
記

載
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、「
白
部
若
宮
社
」
は
ム
ラ
の
神
社
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
ム
ラ

に
相
当
す
る
と
い
う
の
が
論
者
の
理
解
で
あ
る
。
義
信
は
重
層
す
る
二
つ

の
村
落
を
同
等
に
支
援
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
次
の
史
料
で
は
様
相
が
異
な
っ
て
く
る
。

【
史
料
２
】

　

寄
進

善
入
寺
領
奥
島
庄
内
若
宮
神
田
事

　
　

合
壱
所
者

右
、
件
田
地
者
、
自
二
元
亨
元
年
一
寄
進
所
ニ

近
年
奥
嶋
百
姓
等
掠
二
公
方
一
、
若
宮
殿

寄
進
破
取
間
、
堅
白
部
百
姓
等
歎
申

上
者
、
如
レ
本
半
分
若
宮
殿
寄
進
所
也
、

半
分
白
部
百
姓
等
作
職
宛
行
者
也
、

庄
弁
相
当
程
可
レ
有
二
沙
汰
一
、
仍
為
二
後

日
一
状
如
件

宝（
一
四
四
九
）

徳
元
年
十
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

庄
主　

徳
承
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
使　

安
玖
（
花
押
）

　

若
林
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
奥
嶋
庄
は
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）

に
上
乗
院
宮
よ
り
青
蓮
院
に
譲
与
さ
れ
、
以
後
青
蓮
院
領
と
な
る
が
、

領
家
職
は
岩
蔵
宮
家
（
順
徳
天
皇
系
の
忠
房
親
王
家
）
よ
り
元
亨
三
年

（
一
三
二
三
）
に
善
入
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
そ
し
て
、
文
安
元
年

（
一
四
四
四
）
を
初
見
と
し
て
、
荘
主
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
に
み
え
る
「
自
元
亨
元
年
寄
進
所
」
は
、
若
林
が
指
摘
す
る
通
り
、

史
料
１
の
「
御
座
」
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
引
き
続

き
論
者
は
、「
奥
嶋
百
姓
等
」
を
庄
郷
と
理
解
す
る
。
一
方
、
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）
の
大
嶋
社
神
輿
勧
進
帳
に
は
「
白
部
惣
庄
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
中
庄
惣
と
並
ん
で
白
部
は
自
立
し
た
ム
ラ
と
し
て
継
続
し
て
い

た（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、「
若
宮
殿
」
も
「
白
部
百
姓
等
」
も
ム
ラ
と
理
解
す
る
。
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こ
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
若
宮
殿
」
へ
寄
進
さ

れ
た
残
り
の
半
分
が
、「
奥
嶋
百
姓
等
」
で
は
な
く
、
新
た
に
「
白
部
百

姓
等
」
に
作
職
が
宛
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
史
料
２
傍
線
部
）。
善
入
寺

は
庄
郷
へ
の
支
援
を
止
め
、
ム
ラ
へ
の
支
援
に
切
り
替
え
た
と
理
解
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。「
湖
辺
」の
中
洲
の
豊
か
な
資
源
は
、庄
郷
の
手
を
離
れ
、

こ
う
し
て
完
全
に
ム
ラ
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
ム
ラ
「
確
立
」
の
ひ

と
つ
の
画
期
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に
―
新
し
い
ム
ラ
の
創
造
と
歴
史
学

　

以
上
、
本
論
に
お
い
て
は
、「
湖
辺
」
の
定
義
の
厳
密
化
を
試
み
た
上

で
、
多
く
の
「
非
力
の
村
」
が
重
層
し
つ
つ
競
合
し
て
い
た
と
い
う
中
世

村
落
理
解
を
前
提
に
、「
湖
辺
」
の
一
つ
の
ム
ラ
を
取
り
上
げ
、「
江
戸
時

代
二
五
〇
年
を
維
持
で
き
た
」
ム
ラ
の
確
立
に
と
っ
て
、
領
主
の
支
援
が

ひ
と
つ
の
基
点
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
ム
ラ
の
歴
史
は
、
現
在
の
ム
ラ
の
活
動
に
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
白
王
町
は
、
重
要
文
化
的
景

観
に
関
す
る
事
業
の
成
功
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
成
功
の
舞
台
が
「
権
座
」
と
呼
ば
れ
た
広
さ
約
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

中
洲
で
あ
る
（
図
５
）。
標
高
は
約
八
五
メ
ー
ト
ル
。
ま
さ
し
く
「
湖
辺
」

で
あ
る
。

　

藤
原
勇
彦
の
レ
ポ
ー
ト
等
に
よ
れ
ば
、
戸
数
五
〇
戸
ほ
ど
の
白
王
町
で

は
、
二
〇
〇
六
年
の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
を
機
に
、「
権
座
」
に
所
在

す
る
水
田
と
ヨ
シ
原
を
軸
と
し
て
、住
民
に
よ
る
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ「
白

王
町
鳰
の
会
」
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
組
織
「
権
座
・

水
郷
を
守
り
育
て
る
会
」
な
ど
が
結
成
さ
れ
、
そ
こ
が
主
体
と
な
っ
て
国

図 5　明治 24 年（1891）蒲生郡島村大字白王水面地景図（近江八幡市所蔵）
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際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
収
穫
感
謝
祭
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」
の
設
営
、
コ
ス
モ
ス
や
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の

景
観
作
物
の
植
え
付
け
、
獣
害
対
策
の
た
め
の
近
江
牛
放
牧
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
６

（
（（
（

）。

　

ま
た
、
農
家
約
四
〇
戸
で
結
成
さ
れ
て
い
る
農
業
組
合
法
人
・
白

王
町
集
落
営
農
組
合
で
も
水
稲
耕
作
、
麦
、
丹
波
黒
大
豆
の
栽
培
を

行
っ
て
い
る
が
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
幻
の
酒
米
と
呼
ば
れ
た
「
滋

賀
渡
船
６
号
」
を
作
付
し
、
地
元
の
酒
造
会
社
で
「
権
座
」
の
名
前

の
純
米
吟
醸
酒
を
生
産
し
て
い
る
点
で
あ
る
。こ
れ
は
評
判
と
な
り
、

二
〇
一
三
年
に
は
一
升
瓶
四
〇
〇
〇
本
を
完
売
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
町
外
の
人
々
と
の
連
携
に
よ
り
活
性
化
し
た
ム
ラ
の
事
例
を

既
存
の
ム
ラ
を
基
盤
と
し
た
「
新
た
な
ム
ラ
の
創
造
」
と
論
者
は
評

価
し
た
い
。

　

た
だ
、
こ
の
白
王
町
の
成
功
は
、
ム
ラ
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で

は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
東
房
男
氏
や
大
西
實
氏
と
い
う
卓
越
し
た

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ラ
の
外
の

人
々
と
の
連
携
や
行
政
の
支
援
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
点
も
見

逃
せ
な
い
。
数
あ
る
ム
ラ
の
な
か
で
、
一
つ
成
功
例
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
す
べ
て
の
ム
ラ
が
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。淘
汰
が
進
む
こ
と
の
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と
は
、

実
は
中
世
で
も
現
代
で
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
ム
ラ
が

二
五
〇
年
以
上
続
い
た
こ
と
の
方
が
例
外
的
で
は
な
い
の
か
。
し
た

図 6　権座・水郷を守り育てる会　活動の全体イメージ図
http://gonza.jp/katsudo.html（権座・水郷を守り育てる会ホームページ）より
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が
っ
て
、
ム
ラ
の
枠
組
み
を
見
直
し
て
「
新
た
な
ム
ラ
の
創
造
」
を
目
指

す
挑
戦
を
た
め
ら
う
必
要
は
な
い
。
自
然
の
主
体
性
を
も
認
め
る
新
し
い

歴
史
観
を
基
盤
と
し
て（

（（
（

、「
新
た
な
ム
ラ
の
創
造
」
を
し
て
よ
い
。
こ
れ

が
本
論
の
結
論
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
こ
の
「
新
た
な
ム
ラ
の
創
造
」
に
あ
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
白
部
若
宮
神
社
文
書
は
特
に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
白
王
町
の

活
性
化
は
、重
要
な
歴
史
的
遺
産
の
活
用
な
し
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
確
か
に
、「
御
座
」
が
「
権
座
」
で
あ

る
確
証
は
何
も
な
い
。
と
は
い
え
、
歴
史
学
の
成
果
な
ど
な
く
て
も
「
新

し
い
ム
ラ
の
創
造
」
は
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
歴
史

学
が
い
ま
社
会
的
要
請
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
地
域
博
物
館
に
お
け
る
歴
史
学
の
責
任
は
大
き
い
と
自
覚

し
て
い
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
琵
琶
湖
博
物
館
総
合
研
究
「
前
近
代
を
中
心

と
し
た
琵
琶
湖
周
辺
地
域
に
お
け
る
自
然
お
よ
び
自
然
観
の
通
時
的
変

遷
に
関
す
る
研
究
」
及
び
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
琵
琶

湖
地
域
を
対
象
と
し
た
地
域
環
境
史
モ
デ
ル
の
構
築
」（
課
題
番
号
１
５
Ｈ

０
３
２
４
８
）
の
経
費
を
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
久
保
実
香
さ
ん
を

始
め
と
す
る
琵
琶
湖
博
物
館
研
究
部
環
境
史
研
究
領
域
の
皆
さ
ん
か
ら
多

大
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
夏
原
浩
子
さ
ん
、
下
高
理
恵
さ
ん
、

森
み
さ
と
さ
ん
の
補
助
を
得
ま
し
た
。

註（
１
）		

本
論
で
の「
ム
ラ
」と
は
、大
字
単
位
の
自
治
的
組
織
と
す
る
。
森
元
純
一
は
、

現
在
の
町
内
各
地
区
に
相
当
す
る
「
村
」
が
「
江
戸
時
代
二
五
〇
年
を
維
持
で

き
た
と
い
う
事
実
」
に
よ
り
「
村
」
こ
そ
が
共
同
体
の
「
真
正
な
る
水
準
」（
顔

の
み
え
る
関
係
か
ら
な
る
社
会
の
様
式
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
森
元
純
一

「
コ
メ
ン
ト
」『
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
年
報　

LIN
K

【
地
域
・
大
学
・
文
化
】』
七
、二
〇
一
五
年
）。
論
者
は
こ
れ
を
「
ム
ラ
」

と
い
う
用
語
で
継
承
し
た
い
。

（
２
）		

そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
村
井
良
介
「
地
域
史
と
「
地
域
の
再
生
」
を
め
ぐ

る
理
論
的
課
題
」（『
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
年

報　

LIN
K

【
地
域
・
大
学
・
文
化
】』
二
、二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
３
）		

白
水
智
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本

―
山
村
の
語
る
歴
史
世
界

―
』（
日
本
放

送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）		

大
野
晃『
限
界
集
落
と
地
域
再
生
』（
高
知
新
聞
社
ほ
か
、二
〇
〇
八
年
）な
ど
。

こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
実
香
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
５
）		

村
井
良
介
「
地
域
史
と
「
地
域
の
再
生
」
を
め
ぐ
る
理
論
的
課
題
」
も
歴
史

文
化
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
事
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
前
掲
註
２
）。

（
６
）		

論
者
の
「
地
域
環
境
史
」
に
つ
い
て
は
、
橋
本
道
範
「
地
域
環
境
史
の
課
題
」

（『
日
本
史
研
究
』
六
四
九
、二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）		

橋
本
道
範
『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

以
下
、
単
に
旧
著
と
す
る
。

（
８
）		
藤
井
伸
二
「
水
湿
地
環
境
の
諸
特
性
か
ら
み
た
水
辺
植
物
の
生
活
史
の

進
化
的
理
解

―
西
日
本
を
例
と
し
て

―
」（『
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』

四
四
、二
〇
〇
九
年
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
藤
井
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
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（
９
）		

琵
琶
湖
か
ら
の
唯
一
の
流
出
河
川
で
あ
る
瀬
田
川
に
設
け
ら
れ
た
水
門
。
流

出
水
量
の
調
整
に
よ
り
、
水
位
を
調
整
す
る
。

（
10
）		
池
淵
周
一
ほ
か
「
琵
琶
湖
の
歴
史
洪
水
の
復
元
と
そ
の
定
性
的
検
証
」（『
水

文
・
水
資
源
学
会
誌
』
八
―
一
、一
九
九
五
年
）。

（
11
）		
国
土
庁
大
都
市
圏
整
備
局
ほ
か
『
琵
琶
湖
の
総
合
的
な
保
全
の
た
め
の
計
画

調
査
報
告
書
』（
国
土
庁
大
都
市
圏
整
備
局
ほ
か
、
一
九
九
九
年
）
で
は
、
湖

辺
域
を
「
記
録
に
残
る
過
去
最
大
の
洪
水
で
あ
る
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

の
洪
水
（B.S.L+3.76m

）
時
に
湛
水
し
た
陸
域
か
ら
、
お
よ
そ
水
深
七
メ
ー

ト
ル
の
琵
琶
湖
沿
岸
帯
」
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
定
義
は
そ
れ
を
少
し
具
体

化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
水
深
七
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
水
草
が
生
息
し
て
い
る
範
囲
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
12
）		

南
郷
洗
堰
の
建
設
以
前
の
水
位
変
動
は
、
当
然
降
水
量
の
年
単
位
で
の
変
動

と
強
い
相
関
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
降
水
量
の
年
単
位
で
の
変
動
に
つ
い
て
は
、

中
塚
武
「
高
分
解
能
古
気
候
デ
ー
タ
を
用
い
た
新
し
い
歴
史
学
研
究
の
可
能
性
」

（『
日
本
史
研
究
』
六
四
六
、二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
13
）		

浜
端
悦
治
・
西
川
博
章
「
貴
重
植
物
の
現
状
と
保
全
」（『
内
湖
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

―
琵
琶
湖
周
辺
の
湿
地
再
生
と
そ
の
生
物
多
様
性
保
全

―
』
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
14
）		

こ
の
点
に
つ
い
て
は
佐
野
静
代
に
よ
る
優
れ
た
整
理
が
あ
る
（「
琵
琶
湖
岸

内
湖
周
辺
村
落
に
お
け
る
伝
統
的
環
境
利
用
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
崩
壊
」『
中
近

世
の
村
落
と
水
辺
の
環
境
史

―
景
観
・
生
業
・
資
源
管
理

―
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）。

（
15
）		

庄
建
治
朗
ほ
か
「
古
記
録
に
よ
る
琵
琶
湖
歴
史
洪
水
の
水
位
推
定
」（『
水
工

学
論
文
集
』
四
四
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
16
）		

こ
れ
ま
で
論
者
は
「
確
立
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
十
分
な
定
義
を
示
せ
て

い
な
か
っ
た
が
（
橋
本
道
範
編
『
琵
琶
湖
博
物
館
研
究
調
査
報
告
二
一
号　

琵

琶
湖
集
水
域
に
お
け
る
中
世
村
落
確
立
過
程
の
研
究
』
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物

館
、
二
〇
〇
四
年
）、「
確
立
」
と
は
、「
江
戸
時
代
二
五
〇
年
を
維
持
」
で
き

る
ム
ラ
が
成
立
し
た
こ
と
を
指
す
こ
と
と
し
た
い
（
前
掲
註
１
森
元
純
一
「
コ

メ
ン
ト
」）。

（
17
）		

木
戸
雅
寿
「
水
辺
の
集
落
の
風
景
」（
渡
辺
誠
編
『
湖
の
国
の
歴
史
を
読
む
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
）。
同
「
考
古
学
か
ら
み
た
中
近
世
集
落
の
発

展
と
都
市
・
町
の
成
立
と
そ
の
問
題
点
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
都
市
空
間

―
中
世
都
市
研
究
一
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
）。
同
「
中
世
集
落

と
居
館
」（『
城
郭
研
究
の
軌
跡
と
展
望
』
城
郭
談
話
会
、二
〇
〇
一
年
）。
同
「
水

辺
の
城
の
成
立
と
そ
の
機
能

―
能
登
川
町
域
を
例
と
し
て

―
」（「
琵
琶
湖

が
つ
く
る
近
江
の
歴
史
」
研
究
会
編
『
琵
琶
湖
が
つ
く
る
近
江
の
歴
史
』
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。
同
「
水
系
を
め
ぐ
る
中
世
集
落
と
そ
の
関
わ

り

―
守
山
市
境
川
水
系
域
を
例
と
し
て

―
」（
橋
本
道
範
編
『
琵
琶
湖
博

物
館
研
究
調
査
報
告
書
二
一
号　

琵
琶
湖
集
水
域
に
お
け
る
中
世
村
落
確
立
過

程
の
研
究
』
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
18
）		

水
野
章
二
「
湖
東
地
域
の
古
代
・
中
世
集
落
遺
跡
」、
志
賀
崇
・
草
間
正
彦
「
近

江
の
古
代
・
中
世
集
落
遺
跡
」（
水
野
章
二
編
『
琵
琶
湖
と
人
の
環
境
史
』
岩

田
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。

（
19
）		

國
分
政
子
ほ
か
「
付
録
２　

湖
東
地
域
の
古
代
・
中
世
集
落
遺
跡
」（
水
野

章
二
編
『
琵
琶
湖
と
人
の
環
境
史
』
岩
田
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。

（
20
）		

藤
木
久
志
『
村
と
領
主
の
戦
国
世
界
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）

な
ど
。

（
21
）		

橋
本
道
範
「
近
江
国
野
洲
郡
兵
主
郷
と
安
治
村

―
中
世
村
落
の
多
様
性
・

不
安
定
性
・
流
動
性
・
階
層
性
に
つ
い
て

―
」（『
日
本
中
世
の
環
境
と
村

落
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
は
二
〇
〇
四
年
）。
な
お
、
近
年
の

中
世
村
落
研
究
に
つ
い
て
は
、
似
鳥
雄
一
「
戦
国
期
惣
村
の
生
産
・
商
業
・
財

政

―
菅
浦
と
浅
井
氏
・
竹
生
島
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
史
研
究
』

六
三
二
、二
〇
一
五
年
）
が
整
理
し
て
い
る
。
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（
22
）		

若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
の
荘
園
領
主
と
在
地
社
会
」（『
六
軒
丁
中
世

史
研
究
』
八
、二
〇
〇
一
年
）、
同
「
近
江
国
奥
嶋
荘
に
お
け
る
領
有
状
況
の
変

遷
と
在
地
社
会

―
南
北
朝
・
室
町
期
の
守
護
勢
力
の
進
出
を
中
心
に

―
」

（『
日
本
・
東
ア
ジ
ア
の
国
家
・
地
域
・
人
間

―
歴
史
学
と
文
化
人
類
学
の
方

法
か
ら

―
』
入
間
田
宣
夫
先
生
還
暦
記
念
論
集
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
二

年
）、
同
「
近
江
国
奥
嶋
荘
・
津
田
荘
に
お
け
る
惣
村
の
成
立
と
在
地
社
会
の

変
質
」（『
歴
史
』
一
〇
五
、二
〇
〇
五
年
）、
同
「
近
江
国
奥
嶋
庄
・
津
田
庄
・

大
嶋
奥
津
嶋
神
社
に
み
る
「
惣
」
と
各
集
落

―
奥
嶋
・
北
津
田
と
地
域
社
会

の
広
が
り

―
」（『
民
衆
史
研
究
』
八
三
、二
〇
一
二
年
）。
な
お
、
松
井
直
人

「「
白
部
惣
庄
」
の
成
立
過
程
」（
近
江
八
幡
市
史
編
集
委
員
会
『
近
江
八
幡
の

歴
史　

第
六
巻　

通
史
Ⅰ　

歴
史
の
あ
け
ぼ
の
か
ら
安
土
城
』（
近
江
八
幡
市
、

二
〇
〇
四
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）		

「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」
研
究
会
編
『
ム
ラ
の
戸
籍
簿

―
古
代
・
中
世
史
料
に

初
出
す
る
郷
・
村
名

―
第
二
版
』（「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」研
究
会
、二
〇
一
五
年
）。

（
24
）		

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
編
『
滋
賀
県
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
調
査
報
告
書　

二
』（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）。

（
25
）		

イ
グ
サ
の
生
産
は
、『
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
』
の
貞
治
二
年

（
一
三
六
三
）
閏
正
月
十
九
日
、
新
三
郎
出
挙
米
借
状
の
な
か
に
「
字
ほ
り
ま

ち
の
井
田
」（
藺
田
）
が
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
四
世
紀
に
は
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

（
26
）		

内
湖
と
は
、
潟
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
の
一
種
で
、「
ほ
ん
ら
い
琵
琶
湖
の
一
部

で
あ
っ
た
水
域
が
、
砂
州
や
砂
嘴
、
浜
堤
あ
る
い
は
川
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
等

に
よ
っ
て
琵
琶
湖
と
隔
て
ら
れ
、
独
立
し
た
水
界
と
な
っ
た
が
、
水
路
等
で
琵

琶
湖
と
の
水
系
の
つ
な
が
り
は
保
っ
た
ま
ま
の
水
域
」と
定
義
さ
れ
て
い
る（
西

野
麻
知
子
ほ
か
「
内
湖
の
特
性
と
保
全
の
方
向
性
に
つ
い
て
」（『
滋
賀
県
琵
琶

湖
研
究
所
所
報
』
二
〇
、二
〇
〇
三
年
）。

（
27
）		

近
江
八
幡
市
市
史
編
さ
ん
室
の
烏
野
茂
治
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
28
）		

本
論
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
22
若
林
陵
一
「
近

江
国
奥
嶋
荘
・
津
田
荘
に
お
け
る
惣
村
の
成
立
と
在
地
社
会
の
変
質
」
が
詳
細

に
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）		

近
江
八
幡
市
市
史
編
さ
ん
室
の
山
本
順
也
氏
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

（
30
）		

義
信
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
22
若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
の
荘
園
領
主
と

在
地
社
会
」
参
照
。

（
31
）		

橋
本
道
範
「
近
江
国
野
洲
郡
兵
主
郷
と
安
治
村

―
中
世
村
落
の
多
様
性
・

不
安
定
性
・
流
動
性
・
階
層
性
に
つ
い
て

―
」（『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
は
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
32
）		

前
掲
註
22
若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
の
荘
園
領
主
と
在
地
社
会
」。

（
33
）		

元
亨
三
年
八
月
三
日
、
忠
房
親
王
令
旨
、『
天
竜
寺
文
書
』
一
九
五
。

（
34
）		

前
掲
註
22
若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
の
荘
園
領
主
と
在
地
社
会
」。

（
35
）		

長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
月
十
日
、
大
嶋
社
神
輿
勧
進
帳
、『
大
嶋
神
社
・

奥
津
嶋
神
社
文
書
』
一
四
二
。

（
36
）		

藤
原
勇
彦
「
ル
ポ　

に
ほ
ん
の
里
一
〇
〇
選
26
」（『
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
』

二
〇
一
三
年
二
月
号
、
二
〇
一
三
年
）。
大
西
實
「
湖
上
の
飛
び
地
で
「
昔
の

ま
ま
の
自
然
」
が
残
る
権
座　

こ
だ
わ
り
の
地
酒
を
造
り
、
飲
み
か
わ
し
て
支

援
を
訴
え
る
」（『
湖
国
と
文
化
』
一
五
二
、二
〇
一
五
年
）。
後
者
の
文
献
に
つ

い
て
は
、
近
江
八
幡
市
文
化
観
光
課
の
奈
良
俊
哉
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
37
）		

前
掲
註
７
橋
本
道
範『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』、前
掲
註
６
橋
本
道
範「
地

域
環
境
史
の
課
題
」。




